ねころんで いるの はいつ もの ことで、 学校 を サボる 私 

の 仲間 はこ こへ 私 を 探しに きた もの だ。 S という その 

ころ 有名な ボ クサ ー が 同級生で、 学校 を 休んで 拳闘の 

グラブ を もって やって きて、 この 草原で 拳闘の 練習 を 

した こと も あるが、 私 は 当時から 胃が 弱くて、 胃 を や 

られ ると 一 べんに ノビて しまう ので、 拳闘 はやらな 

かった。 この 草原の 木の 陰 は 湿地で 蛇が 多い ので ポク 

サ ー は 蛇 をつ かまえて 売る の だと 云って 持ち帰つ たが、 

あるとき 彼の 家へ 遊びに 行ったら、 机の ヒキダ シへ蛇 

を 飼って いた。 ある 日、 囚人 墓地で ボ クサ— が 蛇 を 見 

つけ、 飛び かかって シッポ をつ かんで ぶら下げた。 ぶ 



ら 下げた とたんに 蝮と 気がついて、 彼 は 急に 恐怖の 

ために 殺気立って 狂った ような 真剣 さで 蛇 を クル クル 

- つな 

ふりまわし 始めた が、 五分 間 も 唸り 声 ひとつ 立てずに 

ふり 廻して いた もの だ。 それから 蛇 を 大地へ 叩きつ け 

て、 頭 を ふみつぶ したが、 冗談 じ やない ぜ、 蝮に かま 

れて 囚人 墓地で オダ ブッ なんて 笑い話に もなら ねえ、 

と 眩 きながら こくめいに 頭 を 踏みつ ぶして いたの を 

妙に 今 も はっきり 覚えて いる。 

私 はこの 男に たのまれて 飜訳を やった ことがある。 

, J の 男 は 中学 時代から 諸方の 雑誌 へボ クシ ングの 雑文 

を 書いて いたが、 私に ボクシング 小説の 飜訳を させて 



と 思う。 七十 人のう ち、 二十 人ぐ らい、 ともかく 片仮 

名で 自分の 名前 だけ は 書け るが、 あと はコ ンニチ ハー 

つ 書く ことので きない 子供が いる。 二十 人 もい るの だ _ 

このて あい は 教室の 中で 喧嘩ば かりして おり、 兵隊が 

軍歌 を 唄って 外 を 通る と、 授業中に 窓から とびだして 

見物に 行く のが ある。 この 子供 は 兇暴で、 異常 児 だ。 

アサ リム キミ 屋の 子供 だが、 コレラが 流行して アサ リ 

が 売れ なくなった とき、 俺の アサ リが コレラで たまる 

けえ、 と アサ リを くって 一家 中 コレラに なり、 子供が 

学校へ くる 道で 来 汁の ような 白い もの を 吐き だした。 

尤も みんな 生命 は 助か つ たようで ある。 



の 酒宴 を ひらいて うんと こさ 御馳走 を こしらえて くれ 

た。 私 は 然し 先生で 終る ことので きない 自分の 野心が 

悲しい と 思って いた。 なぜ 身 を 捧げる ことが 出来ない 

のだろう？ 

私 は 放課後、 教員 室に いつまでも 居残って いる こと 

が 好きであった。 生徒が いなくな り、 外の 先生 も 帰つ 

た あと、 私 一人 だけ ジッと 物思いに 耽って いる。 音と 

けんそ-つ 

いえば 柱時計の 音 だけで ある。 あの 喧噪な 校庭に 人影 

も 物音 もなくなる というの が 妙に 静寂 を きわだて てく 

れ、 変に 空虚で、 自分と いう ものが どこかへ 無くなつ 

たような 放心 を 感じる。 私 はそう して 放心して いると 



通して いる だけだった。 娘 は 大柄で あるのに、 母親 は 

ひどく 小柄であった。 顔 は どちらも 美人の 部類で ある _ 

二三 分 だま つていた が、 やがて ひどく 馴れ馴れしく 世 

間 話 をして 帰って 行った。 

鈴 木と 並べ て 石 津と山 田 を 私 は 思いだ す 習慣に なつ 

ていた。 この 三人の 未来に は 不幸の みが 待ち構え てい 

るよう に 思われて ならない。 私 は 不幸と いう もの を、 

私自身に 就て でな しに、 生徒の 影の 上から 先ず 見 凝め 

はじめて いたの だ。 その 不幸と は 愛されな いという こ 

とだ。 尊重され ない という こと だ。 石津の 場合 はた だ 

ォモ チヤに され、 私 はやが て 娼婦と なって 暮 している 



分 自身が 教室 を ほったらかして、 有力者の 縁談な どで 

東奔西走して いるから、 教育と いう 仕事に 就て は 誰に 

向っても 一 言 半句 も 言う ことができな いので、 私 は 音 

楽と ソロ バ ンが できない から、 そういう もの をぬ きに 

して 勝手な 時間表 をつ くっても 文句 はいわず、 ただ 稀 

れに、 有力者の 子供 を 大事に して くれと いう こと だけ、 

ほのめかした。 然し 私 はそう いう ことに こだわる 必要 

はなかった ので、 私 は 子供 を みんな 可愛がって いたか 

ら、 それ 以上 どうす る 必要 も 感じて いなかった。 

特に 主任が 私に 言った の は 荻 原と いう 地主の 子供で、 

. J の 地主 は 学務 委員で あ つた。 この 子 は 然し 本来よ い 
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